
会津若松市情報化推進計画（案）についてのパブリックコメントの結果

　募集方法及び結果は下記のとおりです。

(1)　募集期間　　令和2年1月28日（火）　～　令和2年2月28日（金）

(2)　提出方法　　かんたん申請システムによる提出（2人）、郵送による提出（1人）

(3)　意見件数　　16件（3人）

(4)　意見の要旨と市の考え方　※趣旨を損なわない程度に要約しています

№ 意見の内容 市の考え方 関連する項目

1

　一部の市職員のPC操作

に非常に時間がかかって

いる場合があるため、一

定ラインの基準を設け、

職員のITリテラシーを向

上してもらいたい。

「デジタル人材の育成」に関する

取組は、市民の方だけでなく、市職

員も対象としておりますので、頂い

たご意見を踏まえ、職員のITリテ

ラシー向上のための取組を進めてま

いります。

（基本方針）

・取り組みの方向性に

ついて

・取組の基本となる観

点

　項目Ｇ「デジタル人

材の育成」

2

平日に窓口へ行くのが

難しいため、土日でも限

定的に窓口業務をしてい

ただきたい。

情報化を推進することで、窓口

サービスのデジタル化・オンライン

化などにより、市役所を訪問せずと

も手続きできる環境の整備は可能と

考えておりますので、そういった方

向性での取組を検討してまいります。

なお、土日の窓口業務の実施につ

きましては、ご要望として、窓口所

管課へ申し伝えます。

（基本方針）

・取り組みの方向性に

ついて

・取組の基本となる観

点

　項目Ａ「デジタル・

バイ・デフォルト」

　項目Ｆ「先端技術の

活用」

3

市が提供するWEBサー

ビスは、サービスごとに

テーマが異なり、利便性

が悪いため、統一した操

作しやすいインター

フェースを提供していた

だきたい。

今後のWEBシステム更新やサービ

ス導入に際しては、システム利用者

の利便性や使いやすさを考慮した更

新・導入ができるよう、検討してま

いります。

（基本方針）

・取り組みの方向性に

ついて

・取組の基本となる観

点

　項目Ｂ「データやシ

ステムの標準化・全体

最適化」

4 ネットでの申請などが

出来るようになると、業

務量が減るのではないか。

窓口での手続きなどをデジタル

化・オンライン化することにより、

ご指摘のような業務量の削減のみな

らず、窓口へ訪問せずに手続きがで

きるなど、市民サービスの向上に繋

ぐことができると考えておりますの

で、頂いたご意見を参考にしながら

（基本方針）

・取り組みの方向性に

ついて

・取組の基本となる観

点

　項目Ａ「デジタル・

バイ・デフォルト」

1



今後の取組について検討してまいり

ます。

5

情報の収集・分析によ

り、ネット診療の他、無

人タクシーやゴミの収集

など、地域へのテクノロ

ジーの還元ができるので

はないか。

データの分析や利活用を推進する

ことにより、分析結果を社会情勢や

市民ニーズに沿った事業へ活かすこ

とが出来ると考えておりますので、

頂いたご意見を参考にしながら、今

後の取組について検討してまいりま

す。

（基本方針）

・取り組みの方向性に

ついて

・取組の基本となる観

点

　項目Ｈ「データの分

析・利活用」

№ 意見の内容 市の考え方 関連する項目

6

高齢者分野では年に数回、

地域ケア会議をしており、

課題解決をするためさまざ

まな方法や地域の声を聞い

ている。

高齢福祉課や障がい者支

援課からの連携や意見交換

も必要ではないか。

　頂いたご意見を参考に、事

業を実施する所管課と連携・

協議しながら、情報化に関す

る取組を検討してまいります。

（アクションプラン）

全般

7

ICT化自体には賛成して

いる。

ただ、観点として「アプ

リや電子機器を配置して

使ってもらう」ことではな

く、「アプリや電子機器の

存在をわざわざ意識しなく

ても、ICTの恩恵が受けら

れる」ことが必要である。

アプリや電子機器といっ

た「デジタル手段の拡充」

はあくまでICT化における

プロセスのひとつでしかな

く、主目的はそれによって

生活を便利にしていくとい

うことだと考える。

ご指摘のとおり、ICT化を

推進するにあたり、アプリや

電子機器の利用を強いること

なく、市民の状況に応じた多

様な手段でサービスを提供す

るためのデジタルシフトが重

要であると認識しております。

取組を行う際には、その点

を充分に踏まえて、情報化を

推進してまいります。

（基本方針）

・計画の目的

・基本理念

8 ICTで生活を便利にする

ための方向性のひとつとし

て、許可を取ったうえで市

民のプライベートな情報に

もアクセスできるようにす

国は、個人の行動や状態等

に関するデータ（パーソナル

データ）の適切かつ効果的な

利活用を推進するための取組

を進めており、市もこういっ

（基本方針）

・取り組みの方向性につ

いて

・取組の基本となる観点

　項目Ｈ「データの分

2



る取り組みが望ましい。

プライベートな情報を一

切用いないICTは、結果と

してあまり役に立たない

データしか得られず誰も利

用しない、といった成果に

なりがちである。

リスクとの兼ね合いには

なるが、情報の暗号化など、

適切な処理を行えば、プラ

イベートな情報を活用する

ことも十分検討可能ではな

いか。

たパーソナルデータの利用価

値は高いものと認識しており

ます。

これらパーソナルデータの

利用には本人の同意を得るこ

とが必須であり、またデータ

の取り扱いに細心の注意を払

う必要があることから、国の

動向や取組事例を踏まえなが

ら、活用について検討を行っ

てまいります。

析・利活用」

9

公開されるデータは、そ

の量よりも、相互参照性・

リアルタイム性が高い方が

便利なデータになりやすく、

活用用途も広がる。

原則すべて公開するとい

う方針は賛成だが、ある程

度の取捨選択があっても良

いのではないか。

オープンデータには、行政

の透明性の確保という側面が

あるため、原則すべて公開と

していますが、データを利用

する方の意見も踏まえたいと

考えております。

行政が保有するデータのう

ち、利用ニーズが高いものは、

優先的に公開調整を行うなど

の対応を行ってまいります。

（基本方針）

・取り組みの方向性につ

いて

・取組の基本となる観点

　項目Ｄ「オープン・バ

イ・デフォルト」

№ 意見の内容 市の考え方 関連する項目

10 　「情報機器が使いづら

いという人のために、紙

の申請フローを残してお

く」というバックアップ

プランがICT普及を阻害

するという言説をたまに

見るが、個人的にはそう

は思わない。

　タブレットを設置した

としても、何らかの理由

でそれが使えないため、

結果的に人の手に頼らざ

るを得ないという状況は

どのようなケースにもあ

り得る。

　個人的には「第三者の

手を介する今まで通りの

手段はそのままの利便性

とし、ICT化した手段を

様々なサービスで使用する情報

等をデジタル化することにより、

利用者に合わせた多種多様な手段

で情報やサービスを提供すること

ができると考えております。

こうした受け手に合わせた多様

な情報・サービス提供手段を構築

するなど、利用者への配慮や公平

性を確保しながら、取組を進めて

まいります。

（基本方針）

・取り組みの方向性

について

・取組の基本となる

観点

　項目Ｅ「情報格差

（デジタルデバイ

ド）への配慮」

3



使うことでより便利・有

利にサービスが得られ

る」という方向性が望ま

しいと考える。

11

　先端技術を活用する取

り組み自体は良いが、そ

れが目的になってはいけ

ないと考える。

先端技術の活用に際しては、技

術そのものの導入が目的ではなく、

それを利用した業務効率化や市民

サービスの利便性向上などの成果

が重要であるとの視点をもちなが

ら、取組を進めてまいります。

（基本方針）

・取り組みの方向性

について

・取組の基本となる

観点

　項目Ｆ「先端技術

の活用」

12

　スマートシティAiCT

を始めとして「地元に人

材を残せる」環境が整い

つつあることは喜ばしく

思う。

　また、昨今は社会情勢

の変化により、テレワー

クという働き方が広く認

知され、場所にこだわら

ず人材を確保する行動様

式もじょじょに広まりつ

つある。

　しかしテレワークは、

地方の案件よりも首都圏

の案件の方が単価などの

条件面で勝るため、地方

に人材を残しながら地方

の仕事をしてもらうため

には、場所の重要性もさ

ることながら、条件面で

の有利性も必要ではない

か。

会津大学で技術や知識を学んだ

人材を地元に残すという取組は、

スマートシティAiCTに様々な企業

が入居している状況などから、

徐々に実現しつつあると考えてお

ります。

このような取組事例を土台にし

ながら、情報化推進の取組を進め

てまいります。

（基本方針）

・取り組みの方向性

について

・取組の基本となる

観点

　項目Ｇ「デジタル

人材の育成」

№ 意見の内容 市の考え方 関連する項目

13 　移行のためのコストは嵩

むが、既存パッケージをそ

のまま導入し、過剰な改修

を加えないといった「パッ

ケージに業務フローを合わ

せる」進め方の方が、将来

現在の業務フローにシステ

ムを合わせるのではなく、シ

ステムが効果的に活用できる

ように業務フローを見直すこ

とが重要と考えております。

システムの標準化・全体最

（アクションプラン）

・観点Ａ：デジタル・バ

イ・デフォルト

・観点Ｂ：データやシス

テムの標準化・全体最適

化

4



的なランニングコスト減を

見込めるため、望ましい。

適化を進めるうえでこの点を

意識し、取組を進めてまいり

ます。

「庁内における各種シス

テム導入の標準化」

14

　母子健康手帳そのものの

携帯性は電子化せずとも高

いため、敢えて電子化を拡

充するのであれば、医療機

関などでマイナンバーカー

ドやその他の本人確認手段

によって間接的に母子健康

手帳の確認が行え、提示を

求められないといった方向

での利便化が望ましい。

　頂いたご意見を参考に、事

業を実施する所管課と協議し

ながら検討を進めてまいりま

す。

（アクションプラン）

・観点 A：デジタル・バ

イ・デフォルト

「母子健康手帳の電子化

の拡充」

15

　ICT化としてタブレット

を配置し、タブレットにペ

ンで入力させるといった方

法になってしまうと、利便

性の向上に繋がりにくいた

め、本人認証等により利用

者の入力・記入が最小限の

手間で済むといった方向で

の利便化が望ましい。

　窓口対応の一例として、タ

ブレット端末を用いて受付を

行う際、タブレットにペンで

署名を記入しづらい場合は、

利用者の氏名や住所などが既

に入力された申請用紙を印刷

し、紙面に署名を行っていた

だくなど、利用者に合わせた

対応を行っております。

（アクションプラン）

・観点 A：デジタル・バ

イ・デフォルト

「タブレット端末を活用

したより効率的なネット

ワーク環境の整備」

16 　ICT化が推進されること

により、市内のICTに関わ

る仕事が増え、それによっ

てICT関連事業が活発にな

ることは、自分がITエンジ

ニアリングに携わる身とし

て考えると、単純に歓迎す

べきことではある。

　ただ、可能であれば、ICT

推進に直接関わりのない人

や、ICTを利用しない人に

も、その恩恵が届くという

ものであるべきとも思う。

　ICT化によって、市民生

活が豊かになるきっかけや、

働き口をもらたしてくれる

のであれば、これほどうれ

しいことはない。ただ、そ

のためには、より具体的で、

成果につながる綿密な議論

が必要不可欠だと感じた。

　基本理念に掲げる「協働・

共創のためのデジタルシフト

の推進」により、市民の誰も

が積極的にまちづくりに参加

できる環境を整備し、地域の

課題解決や活力の維持・発展

につなげることを目指し、積

極的なICTの活用が進むよう、

取組を進めてまいります。

（基本方針）

・基本理念

5



　この取組が広く市民に

とって便利なものになるこ

とを願ってやまない。

6


